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子どもの権利条例 

地域円卓会議 
 

子どもの権利条例って沖縄でなぜ必要なのか？ 

権利条例を学び、論点を確認する 

 

実施報告書 

 

日  時： 2021 年 12 月 22 日（水）18:30-21:10 

場  所： なは市民協働プラザ会議室 1（沖縄県那覇市銘苅 2-3-1）＋オンライン（zoom）

配信 

主  催： 公益財団法人みらいファンド沖縄 

共  催： 宗教法人真如苑 

協  力： NPO 法人まちなか研究所わくわく 

 

報告書作成 

NPO 法人まちなか研究所わくわく 

公益財団法人みらいファンド沖縄 
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ＡＣＴＩＶＩＴＹ ＲＥＰＯＲＴ 

【報告】子どもの権利条例地域円卓会議 

 
 

■日  時：2021 年 12 月 22日（水）18:30-21:10 

■場  所：なは市民協働プラザ会議室 1（沖縄県那覇市

銘苅 2-3-1）＋オンライン（zoom）配信 

■着席者数：9 名（論点提供者、司会、記録者含む） 

■来場者数：25 名（行政、企業、NPO・市民団体等） 

 

■主  催：公益財団法人みらいファンド沖縄 

■共  催：宗教法人真如苑 

■協  力： NPO 法人まちなか研究所わくわく  

 

 

横江 崇 氏 

（弁護士・美ら島法律事務所） 

子どもの権利条例って沖縄でなぜ必要なのか？ 

権利条例を学び、論点を確認する 
 

那覇市では子どもの権利条例の制定を目指し、府内でもプロジェクトが進行中のようです。今回の円卓会議は子ど

もたちの権利条例ってそもそも何なのか？どうして必要なのか？どんなプロセスで進めるのか等、子どもの権利条

例制定に向けて市民参画の論点を確認する会議です。 

 

 

センターメンバー 

 
横江 崇 

弁護士・美ら島

法律事務所 

 
前田 比呂也 

美術家、 

元中学校校長 

 
山崎 新 

那覇市国場 

児童館 館長 

 
中村 圭介 

那覇市 

議会委員 

 
鈴木 友一郎 

ももやま子ども

食堂 

 

 

宮国 幸子 

NPO法人おきな

わ CAP センター 

副代表 

 

喜多 明人 

子どもの権利

条約ネットワ

ーク 代表 

論点提供 
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➢ 今後のアプローチの方向性（提案） 

1) 子どもとのパートナーシップ。その力がないのではなく機会がない。どのように設計するか 

2) 子どもの参画をしっかり設計する。それがあることによってできたものや、でできた社会の成功イメー

ジを持つ。リアリティを共有しているとどうかが重要 

3) 子どもの権利を保障するには、施策とリンクしてないといけない。それ自体が施策運用者である行政

のバックアップにもなる 
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■参加者によるサブセッション 
 

子どもの権利条例って沖縄でなぜ必要なのか？ 

権利条例を学び、論点を確認する 

（参加者記載の原文をそのまま記載している為、事実と異なることがあります。グループ毎に①、②・・・と記載） 

 

①   

 「沖縄」だからという意味はない普遍的 

 地域で子どもを守る 

 子ども食堂とのつながり 

 「遊び」を大事にする、社会とのつながり

（プレーパーク） 

 大人が独占していたりする 

 「権利」について 

 子どもたちはわかっていない 

 大人もわかっていない 

 「人権」と抽象的だが→身近 

 「わがまま」と反応する大人が理解できな

い 

 

②   

 条例の実効性が大事 

 箱→ステージの変化への対応力 

 第 3 者のチェック（オンブズパーソン） 

 子どもを大切にできる社会は大人も大切

にできる社会 

 

③  

 沖縄民間教育研究所、沖縄子どもを守る会 

 「教育者」軍事教育、集団教育 

⇔  

権利条例 

子どもが主役、わかってもらう（先生方に） 

体罰禁止広まった 

 

④  

 子ども、貧困、シビックテック、エンジニ

ア 

 子どもの居場所の困りごとを解決 

 学校「自分らしさを見つける場所」←イン

ターネット 

 人権教育 

 何がギャクタイ 何がヤングケアラー 

 

⑥  

 まちづくりの基本 

 条例 ここに向かっていこう 

 反主流 

 学校と地域（先生たちのまきこむ方法） 

 

⑦  

 家庭でもおきかえていることだ 

← 子どもの人権侵害の話 

 理念をどうやって確実にしていくのか？ 

→ 市民が声を出していかなくては？ 

 子どもの条例対象は何歳まで？ 

条文に出てこない 

18才こえても一人前になれない 

もう少し上の年齢も含めては？ 

大人の人権 

21才（自主支援）はまだ早い 

 子どもの権利保障が明確か？ 

 具体的な対応策が必要 

 

⑧  

 那覇市否決。那覇市でこどもの街をデザイ

ンしようという設計をした。かなり細かく

提案した。（役所はやらないけど最優的に

は入れておこなうとなった・なかと） 

 こどもに聴くという視点（0歳児から）。代

弁を大人が。 

 オンブズマンがまだ議論に出ていない。31
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の自治体でオンブズ制度ができている。 

 うるま市、北谷で中学生集団リンチ。命が

大事という問題より、子どもの貧困が問題

だよねという。沖縄の場合、子どもの声を

代弁する大人がいないのが問題。 

 若年出産の声も聴けていない。困難を抱え

るほど声を出せない。ヤングケアラー。→

子供の声を聴くという条例をつくらない

といけないと思っている。 

 参画する側が変わる、大人が変わる、大人

が子どもを指導するのではなく、支援とい

う立場になること。意見を言わせるだけで

は参加しているとは言えない。子どもの参

加の権利。 
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子どもの権利条例地域円卓会議 

参加者アンケート集計 

 

◆概要 

・日時：2021年 12月 22日（水）18:30-21:10 

・場所：なは市民協働プラザ会議室 1（沖縄県那

覇市銘苅 2-3-1）＋オンライン（zoom）

配信 

・着席者：9名（論点提供者、司会、記録者含む） 

・参加者：25名（アンケート回収 11 名、回収率 44％） 

 

１．どちらから？ 

 

２．所属 

 

 

３．円卓会議はどのように知ったか 

 

 

４．満足度 

平均：4.7（5 点中） 

5.満足 
4.概ね 

満足 

3. 

普通 

2.あまり

満足して

ない 

1. 

不満足 

8 名 3 名 0 名 0 名 0 名 

 

５．満足度の理由 

（５．満足） 

・ センターメンバーのお話が実体験を伴うと

ても参考になる内容でした。進行もスムーズ

で◎ 

・ 子どもの現場にかかわっている、真剣に知

識・経験のあるすばらしい方の意見が聞けて

権利条約の大切を考える事ができとても勉

強になりました。権利の知識大切ですね 

・ 子どもの権利条例について「子どもを守る会」

でも数年話し合いをして来ました。共有認識

を持てた事更に条例の制定の実現に向けて

つながっていきたい 

・ 子どもの権利条例がなぜ必要で、どう進めて

いくのか、だいぶ頭の中が整理されました。

どうすれば全会一致で制定できるのか、知恵

がひつようだなーと思いました。そしてCAP

の活動からやはりオンブズパーソンが必要

だと実感しています 

・ 子供の権利がここまであるとは思わなかっ

た 

・ 子どもの権利について考えている大人がき

ちんと存在しているのと分かって安心した

から、いつか権利というものが条例なしでも

守られる沖縄になるように私も私のフィー

ルドで頑張ろう 

・ 子どもの権利条約について深く考えること

ができた。喜多先生の話、先進事例や失敗事

例を含め、勉強になりました。ナハ市に実効

性のあるこどもの権利条約をつくると貧困

那覇市

82%

読谷村

9%

南城市

9%

行政
28%

企業
9%

NPO・市民団

体等
9%社協

9%

自営業
9%

一般市民
9%

その他
27%

facebook
16%

友人・知人

の紹介
17%

その他
67%
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をなくせることにもつながると思った 

・ 短い時間での参加になってしまったのです

が横江様の様々な子どもの権利に関するア

イデアと問題提供から始まり、行政の動きを

よく知られている中村様や児童館館長・PTA

活動などを通して見えにくい学校などの中

で子どもたちが置かれている状況と問題意

識、喜多さんの学校側と生徒の意識のずれな

ど（いかに学校が地域に頼れる仕組みを作る

かなど）、多様な視点で議題に対して見つめ

られて大変勉強になりました。後日参加でき

なかった分を視聴できればと思います 

（４．概ね満足） 

・ 子どもの権利条例を読谷村でつくりたい、実

行したいと思っているため（言い続けている） 

・ キタ先生の話や議論者の話の内容が濃く刺

激になった。「子供の安心できる場所」の必要

性を強く感じた 

・ 条例は題材として、とても幅広くなるので、

運営、深堀の難しさを実感しました。 

 

６．円卓会議で印象に残ったこと 

・ 学校や家庭にも限界があることを認めたう

えで、足りないものをサポートしていく社会

にしていくこと。そのことを明確にして必要

な制度、施策に繋げるものが子どもの権利条

例であること（理念だけでは役に立たない）

地域でサポート・解決が基本というお話し。 

・ すべてうなずきながら聞いていました。共感

１０００００００００００００％ 

・ 子ども参加で条例をつくるという１番重要

なところをどうするかという話がでて重視

できるなとうれしくなりました 

・ 子どもの事だけで無くみんなの将来のため、

幸せのためにとの意識 

・ 子どもの権利を保障することが私たちのた

めでもあるというところ、なんか複雑な気持

ちでそういう下心みたいなのは嫌だなーと

思いつつ、でも、色んな大人を納得させるた

めに、戦略的に使っていくべきなんだなと、

いろいろ考えました 

・ 個人的にはキタさんの話をもっと聞きたか

ったです 

・ 権利条約の周知が必要。現職の教員が居て現

場の声が聞きたい 

・ 「居場所は自分でつくる」という権利がとて

も素敵。これからの社会を構築する若い人々

が、勉強以外でこれから身に付けて欲しい事

がギュッとつまっていて嬉しい 

・ 家庭も学校も限界がきているというフレー

ズ。ただ、地域コミュニティーでどこまで受

け皿となれるのか？少し疑問もある。CAP さ

んの宮国さんより養ゴ施設で育った子は「浮

き草」の子が多い。守り所を作ってあげるこ

とが大切 

・ 前田さんの「子どもの権利を認めないとこれ

からの社会が持たない」というフレーズが残

った。グループワークの中で「まだ教育現場

は軍隊教育・集団教育である。それに対抗す

る武器として条例が欲しい」との女性の発言

が印象的でした
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（写真）会場の様子 
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〈板書記録〉 
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